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３ 要  旨 

 水耕栽培では、培養液更新の頻度は少ないが1度に排出する排液の量が多く、排液浄化には高い処理
能力が必要となるため、浄化装置の設置は困難である。そこで、簡易な排液浄化処理に適した、培養液を
常時少量ずつ更新する方法を検討した。 
(1)ネギ処方培養液を使用した場合、更新割合が総量の8％／週と少ない場合でも、アンモニア態窒素が減
少、リン・カルシウムが増加するものの、収量は減少しなかった。一方、大塚Ａ処方培養液を使用した場合
は、更新割合を多くしても培養液の組成の乱れが大きく減収となった。 
 以上より、ネギ処方培養液の場合、培養液を常時少量ずつ更新する方法において、減収は見られず、培
養液の組成の乱れが小さいことから継続的な栽培が可能であった。ただし、更新割合が低いと組成の乱れ
が大きくなる傾向があるため、栽培をさらに長期間継続する場合は少量ずつの更新だけでなく供給培養液
の成分調整も必要になると思われた。 
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